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佐
井
西 寺

賓

寺

二
十
回
生

浅

野

平

j也、

眉

西
賓
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
お
寺
で
、
「
山
田
寺
H
佐
井
寺
」

「
注
ご
の
東
、
約
七
十
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
あ
る
。
建
立
は
二
ハ

二
0
年
代
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
こ

の
場
所
は
門
徒
衆
の
念
仏
道
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
い
つ
の
頃
か
ら
念
仏
道
場
が
開
か
れ
た
の
か
は
定
か
で

な
い
。
浄
土
真
宗
の
宗
祖
で
あ
る
親
鷺
上
人
(
二

七
三
年
1
一一一

六
二
年
)
は
布
教
に
当
た
り
、
寺
院
は

一
寺
も
造
ら
な
か
っ
た
が
、

念
仏
道
場
は
積
極
的
に
造
り
、
活
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

佐
井
寺
の
念
仏
道
場
も
、
か
な
り
古
い
時
代
に
聞
か
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

西
賓
寺
の
本
堂
に
は
、
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
が
ま
つ
ら
れ
お
り
、

当
時
の
「
佐
井
寺
」
は
、
天
正
年
中

(
一
五
七
三
年
1
一五
九
二

年
)
に
兵
火
に
躍
り
、
七
伽
藍

・
六
十
余
坊
舎
を
失
っ
た
後
の
最
悪

の
状
況
化
に
在
っ
た
と
は
謂
え
、
朝
廷

(嵯
峨
天
皐
よ
り
綿
百
屯

を
施
入
し
て
お
り
、
又
、
公
零
恒
例
御
読
経
二
十
一
カ
寺
に
列
せ
ら

れ
て
い
る
な
ど
、
名
門
中
の
名
円
で
あ
る
。
そ
の
「
山
田
寺
」
の
目

と
鼻
の
先
に
、
新
し
く
お
寺
を
建
立
す
る
門
徒
の
パ
ワ
ー
に
は
凄
さ

を
感
じ
る
。

「
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
」
に
は
西
賓
寺
は
、
格
別
に
は
取
り

上
げ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
。
七
ペ
ー
ジ
の
地
図
上
に
名
前
が
記
撃
。
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
「
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
」
の
著
者
の
藤

井
久
義
氏
に
は
、
何
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
な
い
西
費
寺
は
取
り
上
げ
に

く
か
っ
た
の
か
な
、
な
ど
と
推
察
し
て
い
る
。

尚
、
現
在
の
西
芳
寺
の
査
基
は
、
昭
和
三
十
六
年
(
一
九
六

一
)

に
再
健
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

左
側
に
連
如
上
人
(
一
四
一
五
年
i
一
四
九
九
年
)
が
、
右
側
に
は

親
鷲
上
人
が
把
ら
れ
て
い
る
。

親
鷲
上
人
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
浄
土
真
宗
の
宗
祖
で
あ
る
が
、

連
知
上
人
は
浄
土
真
宗
の
中
興
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
本
願

寺
は
青
蓮
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
も
の
を
再
興
し
、
本
願
寺
教
団
の
礎

を
築
い
た
。
そ
の
手
法
は
、
消
息

(手
紙
)
の
か
た
ち
で
判
り
易
く

説
い
た
「
御
文
」
「
御
文
書
」
を
中
心
に
布
教
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
他
方
、
私
生
活
に
お
い
て
は
、
五
人
の
妻
を
要
り
、
十
三

男
・
十
四
女
を
も
う
け
て
い
る
。

現
在
の
西
賓
寺
の
ご
住
職
は
十
二
代
目
で
あ
る
が
。
そ
の
ご
住
職

に
、
お
寺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
っ
た
所
「
な
に
も
無
い
の
が
、
こ

の
寺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
」
と
の
事
だ
っ
た
。

し
か
し
、

一
六
二
0
年
代
に
名
門

「
佐
井
寺
」
の
目
と
鼻
の
先
に
、

西
賓
寺
を
建
立
し
た
の
は
、
門
徒
衆
の
団
結
力
の
凄
さ
を
感
じ
る
。

「
注
一
」
「
山
田
寺
」
は
ゆ
碕
井
山
佐
井
寺
の
別
名
で
あ
る
が
、
最

近
で
は
「
山
田
寺
」
と
呼
ぶ
よ
り
「
佐
井
寺
」
と
呼
ば
れ
る
方
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
の
少
年
期
の
頃
は
「
山
田
寺
」
の
事
を
、

専
ば
ら
、
親
し
み
を
こ
め
て
「
さ
ん
で
ん
さ
ん
」
「
さ
ん
で
ん
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
た
。
此
の
呼
称
の
方
が
、
地
名
の
「
佐
井
寺
」
と
お
寺

の
「
佐
井
寺
」
の
区
別
が
付
き
や
す
く
、
使
い
勝
手
が
良
い
様
に
思

う
。
「山
田
寺
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
経
緯
に
付
い
て
は
、
天
平
七
年

(七

三
五
)
、
僧
行
基
が
佐
井
寺
の
裏
山
の
瑞
光
に
気
付
き
、
堀
出
し
た
観

音
像

(現
在
の
本
尊
)
の
事
を
。
時
の
帝
、
聖
武
天
皇
に
奏
上
し
た

所

帝

は
山
田
大
臣
に
七
堂
伽
藍
と
六
丈
示
宿
坊
の
建
設
を
フ
ロ
デ

ユ
ス
す
る
こ
と
を
命
じ
た
事
か
ら
、
山
田
大
臣
に
因
み
「
山
田
寺
」

と
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
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元


